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研究課題 

学習指導要領の趣旨を実現するための学習・指導方法及び評価方法の工夫改善に関す

る実践研究 
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研究内容等掲載ウェブサイトURL http://www.mie-c.ed.jp/hakebo/ 

研究のキーワード 

パフォーマンス課題，評価計画，ルーブリック，指導と評価の一体化 

研究結果のポイント 

○年間指導計画に沿った「評価計画」の作成・・・テーマ別に重点的に評価する観点を明らかに

し，年間指導計画に沿った評価計画を作成した。 

○確認テストの実施・・・定期テストは実施せず，ワークシート・リフレクションシートの小テ

ストの内容を出題範囲にして，年間５回の確認テストを実施し，学習内容・知識の定着を図る取

組を行った。 

○生徒の実情に応じたルーブリックの更新，「指導と評価の一体化」を図る取組・・・テーマごと

に事前に作成したルーブリックとリンクした自己評価表を生徒に示し，概ね満足できる状況など

の評価規準を事前に生徒に伝え指導に生かした。また，評価規準から観点別のＡ，Ｂ，Ｃ評価に

つなげるよう整理し，「指導と評価の一体化」を図る研究を行った。 

○パフォーマンス課題の深化・・・生徒に「課題」と「条件」と「評価のポイント」を明確に伝 

え，課題に取り組ませたことにより「指導と評価の一体化」につながった。また、生徒は他のグ 

ループの動画を視聴し，他のグループの発表やグループワークの様子を知り、生徒同士で行った 

相互評価などから自分自身の取組を主体的に振り返り，改善点や今後に生かせる点などをリフレ 

クションシートに記入することができた。これらの記述から教師は「主体的に学習に取り組む態 

度」を見取ることができた。 

１ 研究主題等 

（１）研究主題 

「家庭基礎」における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた課題設定の工夫 

～パフォーマンス課題の効果的な活用方法と学びを深めるリフレクションシートとルーブリッ

クの開発～ 

（２）研究主題設定の理由 

本校は，平成 11 年に普通科を改編し，１学年２クラス規模の総合学科で、全国でも珍しい美容

服飾を始め，製菓調理，健康福祉，情報教養の四つの系列を設置している。各系列は，生徒の興味・

関心，進路希望等に合わせた多様な科目を設置したり，地域と連携した活動を多く取り入れたりす

るなど，特色ある教育課程を編成している。その結果，「意欲的に学ぶ生徒が増加し，近年では地域

からの期待も大きいが、基礎学力の定着については十分とはいえない」という課題が残っている。 

このような現状から、生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現，「できる喜び」や「学びのつな

がり・深まり」の実感を目指し，昨年度から本主題を設定し実践を行ってきた。今年度は昨年度の



実践の反省を受け「指導と評価の一体化」に重点に置き，「指導方法」の研究と適切な「評価計画」

の研究を深めていきたいと考える。 

（３）研究体制  

 

     校内体制 

                                   

     

    

（４）２年間の主な取組 

令
和
２
年
度 

４月       年間計画の作成と授業実践，教材の検討 

８月 21 日（金） 学習評価, ICT を活用した実践研究についての研修会（オンライン） 

10 月 ５日（月） 授業公開・協議会（オンライン） 

11 月 17 日（火） 学習評価, ICT を活用した実践研究についての研修会（オンライン） 

１月 15 日（金） 授業公開（オンデマンド） 

１月 21 日（木） 教科調査官からの助言及び指導（オンライン）  

１月 29 日（金） 京都市教育委員会教員養成支援室 専門主事 岸田蘭子先生より 

「資質・能力を育成するパフォーマンス評価について～ルーブリックを 

用いた学習評価のあり方～」講演会（オンライン） 

令
和
３
年
度 

４月       年間指導計画と年間指導計画に沿った「評価計画」の作成 

         授業実践，教材の検討 

５月 26 日（水） 学習評価，ICT を活用した実践研究に関する研修会（オンライン） 

６月 23 日（水） 指導主事からの助言 

８月 ６日（金） 授業実践に関する検討会（オンライン） 

11 月 19 日（金） 教科調査官からの助言および指導 

12 月 ２日（木） 授業実践に関する検討会 

 

２ 研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

①年間指導計画に沿った「評価計画」の作成 

②ワークシート・リフレクションシートの改善 

③確認テストの実施 

④生徒の実情に応じたルーブリックの更新 

⑤パフォーマンス課題の深化 

（２）具体的な研究活動 

①年間指導計画に沿った「評価計画」の作成 

昨年度同様，毎時間１つのテーマを設定し，１つ１つがテーマ学習であると考え年間指導計画を

作成した。今年度はそのテーマ別に重点的に評価する観点の課題を明らかにし，年間指導計画に沿

った評価計画を作成した。 

②ワークシート・リフレクションシートの改善 

県教育委員会 
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昨年度同様，テーマ別に 90 分で完結するワークシート・リフレクションシートを活用した。今

年度は昨年度使用したものを細かい部分の調整を行いながら授業で活用したが，多様な生徒に対し

ての合理的配慮として大きく２点改善をした。１点目はワークシート・リフレクションシートのレ

イアウトを「Ａ３横」から「Ａ３縦」に変更したことである。シートの上から下へと順に学びを進

めることにより，生徒が授業の流れを把握しやすくなった。２点目はリフレクションシートの感想・

わかったこと・疑問に思ったことの記入欄を変更したことである。記入する項目と場所を明確にす

ることで，生徒たちが意見を記入しやすくなった。 

③確認テストの実施 

 昨年度同様，学習した内容の小テストをリフレクションシートの最後に載せ，生徒自身がどれく 

らい理解できたのか，どこが理解できていなかったのかを毎時間振り返った。今年度はさらに各ワ 

ークシート・リフレクションシートの小テストの内容を出題範囲にして，前期２回，後期２回，学 

年末に１回，確認テストを実施し，学習内容・知識の定着を目指す取組を行った。今年度も定期テ 

ストは実施しなかった。 

④生徒の実情に応じたルーブリックの更新，「指導と評価の一体化」を図る取組 

 今年度は昨年度の生徒の評価を参考にしてあらかじめルーブリックを作成した。提出された生徒

の課題をそのルーブリックと照らし合わせグループに分け，それぞれのグループの評価と合ってい

るか確認した。ルーブリックは目の前の生徒の実態を踏まえて練り直す必要があるので，昨年度の

ものをそのまま使用できるとは限らないが，今年度は昨年度のものを大きく変更する必要はなかっ

た。リフレクションシートの自己評価表は，あらかじめ作っておいたルーブリックとリンクしたも

のを生徒に示し，概ね満足できる状況などの評価規準を事前に生徒に伝え指導に生かした。また，

これらの評価規準から観点別のＡ，Ｂ，Ｃ評価につなげることができるよう整理し，「指導と評価の

一体化」が図った。 

⑤パフォーマンス課題の深化 

昨年度と同様，パフォーマンス課題を「契約の重要性」と「ホームプロジェクト」で実施した。 

昨年度の取組の反省から，生徒に「課題」と「条件」と「評価のポイント」を明確に伝え，課題に

取り組ませた。「契約の重要性」の課題は「皆さんは消費生活講座を行うため中学校に行くことにな

りました。これまで学習した内容の中から，中学生に知っておいて欲しい内容をわかりやすく伝え

るための動画を 60 秒で作ってください。」とし，各グループ５人程度で動画作成を行った。今年度

の１年次生は全員タブレットを持っているためタブレットでの撮影を条件の１つとした。評価のポ

イントは「わかりやすく伝える工夫をしているか」「テーマにあった内容か」「一番伝えたいことが

伝わっているか」「自分役割を果たしているか」「決められた条件で作られているか」とし，教師の

評価，自己評価，生徒同士の相互評価を組み合わせて評価を行った。生徒同士の相互評価は，動画

の発表会で行った。ワークシートにＱＲコードを貼りつけ，生徒はタブレットでそれを読み取りオ

ンラインのアンケート機能で回答した。各グループの動画を視聴後各グループの動画について「話

し方」、「内容」の２項目の評価を５段階で行った。全グループの評価を行った後，総合的に一番よ

かったと思ったグループと，よかったと思った理由を回答させた。生徒は他のグループの動画を視

聴し，発表やグループワークの様子を相互評価することで自分自身の活動を振り返り「今回の自分

自身の動画の内容・制作・発表・グループワークでの改善点はなにか」「今後に生かすことが出来る

点はなにか」を主体的に考えることができた。これらをリフレクションシートに書かせることで「主

体的に学習に取り組む態度」を見取ることができた。 



 

３ 研究の成果と課題（○成果●課題） 

○テーマ別のワークシート・リフレクションシートやパフォーマンス課題を取り入れたことで

生徒は見通しを持って授業に取組むことができた。  

○ワークシート・リフレクションシートでは、これだけは覚えて欲しい，知って欲しい，考え

て欲しいという内容を「本時のめあて」として生徒に示し，授業の最後に小テストを行うこと

により，本時のめあてとリンクさせて今日の授業を主体的に受けることができたかどうか，ど

の程度理解できたのかを振り返る時間を持てた。 

○各ワークシート・リフレクションシートの小テストの内容を出題範囲にして，前期２回，後期 

２回，学年末に１回，確認テストを実施したことで学習内容・知識の定着につながった。 

○パフォーマンス課題では，生徒に「課題」と「条件」，そして「評価のポイント」を明確に伝

えて課題に取り組ませたことにより，「指導と評価に一体化」の取組を行うことができた。  

○パフォーマンス課題では，教師の評価，自己評価，生徒同士の相互評価を組み合わせて評価を 

行った。相互評価は生徒同士からのフィードバックであるため生徒は理解しやすく，自分自身の 

取組の反省，改善，学びの深まりを促すことができた。また、教師はリフレクションシートから 

生徒一人ひとりの「主体的に学習に取り組む態度」を見取るなど、多面的に評価を行うことがで 

きた。これらの評価は，この後に取り組んだパフォーマンス課題において，それぞれの取組に生 

かすことができ，生徒自身の「学びのつながり・深まり」を実感することができた。 

●自己評価表は，生徒に「ねらい」や「評価のポイント」をより伝わりやすくするために，文章

を簡潔に，焦点を絞り，わかりやすい表現になるよう改善する必要がある。 

●学習前と学習後の生徒の変容を見取り，「主体的に学習に取り組む態度」の評価につなげるた 

めに，リフレクションシートは「単元ごと」もしくは「内容のまとまりごと」の１枚ポートフォ 

リオに変更するなどさらに工夫する必要がある。 

●「指導と評価の一体化」につなげるために，評価計画を整理し，どの場面でどの観点を評価す 

るか，どのような評価規準で評価するかを明らかにし生徒の指導に生かすことが必要である。 

 

４ 今後の取組 

 ２年間の本事業で，ＩＣＴを効果的に活用しながら，生徒の学びの定着，深化，学びに向かう力 

を育む取組を行ってきた。本校には多様な生徒がいて，自分の思いを書いたり話したりすることが

苦手な生徒も多い。ＩＣＴを自分自身の思いや学んだことを表現するツールとして用いたことで，

生徒に「できる喜び」「学びのつながり・深まり」を実感させることはある程度達成できたのでは

ないかと考える。昨年度は目の前の多様な生徒たちにどんな力を育成し，それをどうやって評価す

るのかという「指導と評価の一体化」の必要性を痛感したため、今年度はさまざまな取組を模索し

て行った。今後はこれらのことを踏まえ，生徒１人ひとりが主体的に取り組める「指導方法」の深

化，どの場面でどの観点を評価するのか，どの評価規準で評価するのかを明らかにし，生徒の指導

に生かすための「年間指導計画に沿った評価計画」の整理についての研究を深めていきたいと考え

る。また、来年度から実施される新学習指導要領に向け，教科のみの研究にとどまらず，カリキュ

ラムマネジメントの視点から学校全体の課題として，校内の学習指導委員会等で今後もより一層研

究を深めていきたい。 

 



 


